
13 環境問題



1 環境問題の歴史



●環境とは Environment、Milieu ≠ Nature（⇔Human)

広辞苑第六版 ①巡り囲む区域。②四囲の外界。周囲の事物。特に人間または生物をとりまき、そ
れと相互作用を及ぼしあうものとして見た外界。自然的環境と社会的環境とがある。

デジタル大辞泉 ①まわりを取り囲む周囲の状態や世界。人間あるいは生物を取り囲み、相互に関
係し合って直接・間接に影響を与える外界。

明鏡国語辞典 人間やほかの生物を取り囲み、影響を与える外界

新明解国語辞典 そのものをとりまく外界。〔それと関係があり、それになんらかの影響を与える
ものとして見た場合に言う〕

“環境”はいまやマジックワード 環境とはなにか

●主体は人あるいは生態系⇒関係性を持つ自然、社会
●空間を含意、関係性による繋がりの範囲も含む
●個人主体の環境の範囲⇒意識世界、唯識



環境問題とは何か？

環境 “人、自然、社会が相互作用する周り”

環境問題 “人、自然、社会の関係性に関わる問題”

災害 “人、自然、社会の関係性が悪い場所で発生”



グローバルとローカル（リージョナル）

地球環境問題 地球規模の環境問題
地域環境問題 地域における環境問題

地球環境問題は、地球規模の現象によって発生するとさ
れるが、問題としては地域における人、自然、社会の関
係性に関わる問題として現れる
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●環境の本質 地理学の立場からの世界の認識
・多様性：様々な要素からなる
・関係性：要素間に関係性がある
・空間性：ある広がりの中で生起する
・時間性：歴史によって形成される
・階層性：スケールによって観点が異なる

都市的世界と
農村的世界

世界は相互作用する地域の集まり 世界はひとつ？



地球環境問題の歴史

1972年 ストックホルム会議
（国連人間環境会議）

1992年 リオデジャネイロ環境サミット
（国連環境開発会議（UNCED））

2002年 ヨハネスブルクサミット
（持続可能な開発に関する世界首脳会議）

2012年 リオ＋20
（国連持続可能な開発会議）

Global Change（地球規模の環境問題）はス
トックホルム会議頃から地球社会の喫緊の課題
となった。それがリオサミットの開催で節目を
迎え、リオ+10、リオ+20と継続されてきた。

その精神と現代社会の精神は一貫しているか。
わがこととして考えよう。



2．第二次世界大戦前における日本の環境問題

主な環境問題
足尾銅山鉱毒事件
別子銅山煙害事件
大阪アルカリ事件
浅野セメント降灰事件

・・・

・地域における問題
・同様な背景により各地で多発する問題
⇒背景とは何か？

・昭和の公害へ

田中正造翁
何をした人物か
なぜそれを行ったか
背景には何があったか
⇒表層だけでなく深層も
考えてみよう

渡良瀬遊水地はなぜハート型なのか
どんな目的でつくられたのか
役割や価値は変化しているか



庄司光・宮本憲一著「恐る
べき公害」、岩波新書521
（1964)

3．高度経済成長期の日本の公害問題

日本の工業化とその功罪
－公害とは何だったのか－



公害の時代から70年以上、どのように総括するか

安藤聡彦・林美帆・丹野晴
香偏著「公害スタディー
ズ」、ころから（2021）



四日市から
空の青さはひとつだけ
マンガがつなぐ四日市公害、
くんぷる（2016)

（観光三重より https://www.kankomie.or.jp/）

https://www.kankomie.or.jp/






未来の日本をどうす
るか、わがこと化し
て考えよう！





時代のコンテクストで、国
土政策、地域政策を捉えて
みよう！
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